




































































































































介は、Microsoft Word 2010 で作成したフォー
マットに基づき、各担当教員が執筆した。各担当
教員が執筆した情報については、レイアウトのみ
編集し、A4 版 8 頁の冊子が完成した。冊子の情
報量としては、主たる内容である各実習分野の紹
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総合的に 0（0%） 0（0%） 4（14%） 16（55%） 9（31%）
実習分野の概要を知ることに 0（0%） 0（0%） 1（ 3％） 17（59%） 11（38%）
実習分野について自分で調
べることに 1（3%） 1（3%） 8（28%） 14（48%） 5（17%）














































・ 実習期間（9 ～ 10 月頃、等）が掲載されていれば良かったと思
いました
・ 昨年の実習時期について表記があればもっとありがたかったです









2 10 ・ 実習先が決定する時期
・ 実習先が決まる時期
　実習中の生活について 1 5 ・ 実習を行うと、その期間どんな生活をすることになるのか
　実習と就職活動について 1 5 ・ 実習と就職活動との兼ね合い








































































































度、2014 年度、2015 年度は、社会福祉士 34%、
29%、31%、精神保健福祉士 4%、3%、4% であっ
た。










4 ） 現在は 4 年次に実習を行っているため、3 年次よ
り援助技術演習・実習指導科目の履修がはじま
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